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て
検
証
し
た
い
。

正
岡
子
規
の
文
学
作
品
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
と
い
う
と
、「
写
生
」

に
注
目
す
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
た
と
え
ば
、
北
住
敏
夫
の
『
写
生

説
の
研
究
』（
角
川
書
店
、
一
九
五
三
年
）、
松
井
貴
子
『
写
生
の
変
容
』

（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。
吉
良
幸
生
の
『
子
規
「
写

生
説
」
の
不
思
議
』
で
、「
俳
句
に
お
い
て
客
観
描
写
を
重
視
し
た
子
規

の
い
わ
ゆ
る
写
生
説
は
、
友
人
の
画
家
中
村
不
折
に
教
わ
っ
た
西
洋
絵
画

に
お
け
る
写
生
の
理
論
と
技
法
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
こ
う
し

た
画
論
及
び
写
実
主
義
の
新
思
潮
と
、
彼
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
取
り

組
ん
だ
俳
句
分
類
の
稿
本
作
り
で
得
た
豊
富
な
経
験
・
知
見
と
が
両
々
相

俟
っ
て
、
子
規
の
写
生
説
は
形
作
ら
れ
た
の
で
あ
る③

」
と
の
指
摘
も
あ

る
。
明
治
二
十
八
年
に
、
子
規
が
洋
画
家
の
中
村
不
折
か
ら
「
写
生
」
に

開
眼
し
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
彼
の
俳
句
は
、
前
期
の
月
並
み
的
な

も
の
と
後
期
の
写
生
的
な
も
の
と
分
け
ら
れ
る
。
管
見
の
限
り
、
子
規
の

俳
句
を
具
体
的
に
分
析
し
、
前
期
と
後
期
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

研
究
は
少
な
い
。「
子
規
」
と
自
称
す
る
正
岡
子
規
は
、
自
分
の
俳
句
創

作
で
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
を
表
現
す
る
際
に
、
お
そ
ら
く
は
自
分
の
人
生
観

を
投
影
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
の
が
常
識
的
で
あ
ろ
う
。
彼
は

「
ほ
と
と
ぎ
す
」
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
、
は
じ
め
に

正
岡
子
規
は
日
本
近
代
に
お
け
る
俳
句
・
短
歌
の
革
新
運
動
を
行
な
っ

た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
彼
の
本
名
は
常
規
（
つ
ね
の
り
）
で
あ
る

が
、
そ
の
名
前
よ
り
も
俳
号
で
あ
る
「
子
規
」
の
ほ
う
が
知
名
度
が
高

い
。
明
治
時
代
の
俳
壇
で
旧
派
の
宗
匠
た
ち
は
「
○
○
庵
」、「
〇
〇
堂
」

を
自
称
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も①

、
正
岡
子
規
は
そ
れ
ら
に
反

発
し
た
た
め
か
、
わ
ざ
と
「
子
規
」
と
い
う
号
の
み
を
名
乗
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
俳
号
は
当
然
、
明
治
二
十
二
年
に
彼
が
結
核
で
喀
血
し

た
こ
と
に
関
わ
っ
て
い
る
が
、「
庵
」「
堂
」
な
ど
を
省
略
し
た
姿
勢
か

ら
、「
子
規
」
と
い
う
名
前
に
は
、
旧
派
の
権
威
に
反
発
す
る
彼
な
り
の

革
新
的
な
精
神
が
表
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
正
岡
子
規
は
自
分
の

墓
誌
に
、「
正
岡
子
規
、
又
ノ
名
ハ
處
之
助
、
又
ノ
名
ハ
升
、
又
ノ
名
ハ

子
規
、
又
ノ
名
ハ
獺
祭
書
屋
主
人
、
又
ノ
名
ハ
竹
ノ
里
人
。
伊
豫
松
山
ニ

生
レ
。
東
京
根
岸
ニ
住
ス
。
父
隼
太
松
山
藩
御
馬
廻
加
番
タ
リ
。
卒
ス
。

母
大
原
氏
ニ
養
ハ
ル
。
日
本
新
聞
社
員
タ
リ
。
明
治
三
十
口
年
口
月
口
日

没
ス
。
享
年
三
十
口
月
給
四
十
圓②

」
と
記
し
て
い
る
。
彼
は
多
数
の
雅
号

を
使
っ
て
い
る
が
、
と
く
に
「
子
規
」
に
は
ど
の
よ
う
な
思
い
を
抱
い
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
以
下
、
子
規
の
俳
句
作
品
を
通
じ

　
　
正
岡
子
規
の
俳
句
に
お
け
る
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

王
　
　
　
笑
　
宇
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連
歌
発
句
及
び
俳
諧
発
句
の
題
目
と
な
り
た
る
生
物
の
中
に
て
最

多
く
読
み
い
で
ら
れ
た
も
の
は
時
鳥
な
り
。
此
時
鳥
と
い
ふ
鳥
は
如

何
な
る
妙
音
あ
り
け
ん
昔
よ
り
我
国
人
に
も
て
は
や
さ
れ
て
万
葉
集

の
中
に
入
り
た
る
も
の
既
に
百
余
首
に
上
る
位
な
れ
ば
其
後
の
歌
集

に
も
こ
れ
を
二
な
く
目
出
度
も
の
に
詠
み
な
ら
は
し
終
に
は
人
数
を

分
け
て
初
音
の
勝
負
せ
ん
と
雲
上
人
の
時
鳥
き
き
に
と
出
で
立
て
る

こ
と
な
ど
古
き
も
の
の
本
に
見
え
た
り
（
中
略
）
支
那
の
詩
に
も
子

規
を
詠
じ
た
る
も
の
多
け
れ
ど
も
多
く
は
こ
れ
を
悲
し
き
も
の
に
い

ひ
せ
な
り
。
西
洋
の
詩
に
も
我
子
規
に
似
た
る
鳥
を
詠
み
た
る
も
の

あ
り
て
こ
は
皆
其
声
を
う
れ
し
き
か
た
に
聞
く
が
如
し④

。

こ
の
こ
と
か
ら
、
西
洋
や
中
国
の
詩
歌
に
お
け
る
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
と

対
照
す
る
と
、
連
歌
俳
諧
で
は
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
い
う
題
目
が
相
当
な

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
有
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
子
規
は
生
涯
に
確
認
で
き

る
と
こ
ろ
で
は
約
二
四
〇
〇
〇
も
の
俳
句⑤

を
作
っ
て
い
た
が
、
本
稿
で

は
、
正
岡
子
規
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
「
ほ
と
と
ぎ
す
」

に
着
目
し
、『
子
規
全
集
』
に
み
ら
れ
る
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
句
を
抜
き

出
し
、「
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
い
う
鳥
の
イ
メ
ー
ジ
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
子
規
の
俳
句
の
解
釈
も
試
み
る
。

二
、
俳
句
分
類
と
「
ほ
と
と
ぎ
す
」

正
岡
子
規
は
俳
句
革
新
の
た
め
、
俳
句
分
類
と
い
う
事
業
を
行
な
っ

た
。『
子
規
全
集
』
に
お
け
る
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
分
析
す

る
た
め
に
、
子
規
が
い
か
に
江
戸
時
代
の
俳
諧
を
分
類
し
た
か
を
考
え
な

け
れ
ば
な
る
ま
い
。
明
治
時
代
の
文
化
人
に
と
っ
て
は
、
西
洋
文
明
に
よ

る
衝
撃
に
よ
り
自
己
の
ア
イ
デ
ン
デ
ィ
ア
を
見
出
す
こ
と
が
大
事
で
あ
っ

た
。
彼
ら
は
江
戸
時
代
の
儒
学
の
伝
統
文
化
で
教
育
を
受
け
て
い
た
が
、

明
治
維
新
の
後
、
異
質
の
西
洋
文
明
と
接
触
す
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な

か
っ
た
。
子
規
の
俳
句
分
類
も
、
日
本
伝
統
の
歳
時
記
な
ど
の
分
類
法
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
西
洋
の
自
然
科
学
の
分
類
法
か
ら
も
知
恵
を
借
り
た

も
の
で
あ
る
。

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
、「
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
い
う
鳥
に
つ
い
て

こ
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。「
ホ
ト
ト
ギ
ス
科
の
鳥
。
全
長
約
二
八
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
背
面
は
灰
褐
色
で
、
腹
は
白
地
に
横
斑
が
あ
る
…
古

来
、
春
の
ウ
グ
イ
ス
、
秋
の
カ
リ
と
と
も
に
、
夏
の
鳥
と
し
て
親
し
ま

れ
、
文
学
に
も
よ
く
登
場
す
る
。
現
代
で
は
、
鳴
き
声
が
「
テ
ッ
ペ
ン
カ

ケ
タ
カ
」「
特
許
許
可
局
」
と
聞
こ
え
る
と
さ
れ
る
。
蜀
王
の
霊
の
化
し

た
鳥
と
か
、
冥
土
と
の
間
を
往
来
す
る
鳥
と
か
、
種
々
の
伝
説
や
口
碑
も

多
い
」
と
あ
る⑥

。
こ
の
よ
う
に
、
前
半
に
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
動
物
学
的

な
説
明
が
あ
り
、
後
半
は
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
文
化
的
な
要
素
に
つ
い
て

の
紹
介
と
な
っ
て
い
る
。『
子
規
全
集
』
に
お
け
る
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
に

つ
い
て
の
句
を
検
討
す
る
と
、
子
規
が
も
し
も
「
写
生
」
の
理
念
を
動
物

学
に
お
い
て
俳
句
を
作
っ
た
と
し
た
ら
、
実
際
に
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
い

う
鳥
を
観
察
し
て
創
作
す
る
必
要
が
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
科
学
的

な
観
察
方
法
は
、
確
か
に
正
岡
子
規
の
俳
句
創
作
に
影
響
を
与
え
て
い
る

が
、
そ
う
で
な
い
句
、
い
わ
ゆ
る
俳
諧
の
伝
統
を
踏
ま
え
た
も
の
も
多
数

あ
る
。
も
し
子
規
が
「
目
の
前
に
見
た
も
の
を
あ
り
の
ま
ま
」
に
句
に
す

る
と
し
た
ら
、『
国
語
大
辞
典
』
な
ど
の
解
釈
の
前
半
、
い
わ
ゆ
る
ほ
と

と
ぎ
す
の
身
長
、
色
、
羽
と
い
う
科
学
的
な
解
釈
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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さ
て
、
日
本
人
は
い
つ
か
ら
「
植
物
」
と
「
動
物
」
と
い
う
分
類
法
を

持
ち
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
江
戸
時
代
の
蘭
学
の
流
行
り
に
西

洋
の
書
類
が
大
量
に
翻
訳
さ
れ
る
こ
と
と
関
わ
る
。
蘭
学
者
の
宇
田
川
榕

庵
（
一
七
九
八
年
―
一
八
四
六
年
）
は
ド
イ
ツ
人
の
博
物
者
で
あ
る
シ
ー

ボ
ル
ト
（
一
七
九
六
年
―
一
八
六
六
年
）
と
の
交
際
も
あ
り⑧

、
一
八
八
二

年
に
、『
菩
多
尼
訶
経
』
と
い
う
翻
訳
書
の
中
で
、
西
洋
の
動
物
・
植
物

に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
例
え
ば
、「
爾
時
大
聖
。
告
諸
弟
子
言
。
四
大
洲

中
。
百
千
萬
億
。
一
切
眾
生
。
差
別
二
種
。
人
馬
獅
狗
。
雞
鳳
燕
雀
。
鯨

蛇
蠋
龍
。
蠅
蜂
龜
蟹
。
性
情
智
能
。
圓
滿
具
足
。
靡
不
不
行
自
在
。
名
曰

動
物
。
性
情
智
能
。
圓
滿
具
足
。
有
雄
有
雌
。
有
一
體
兼
男
女
。
有
六
親

眷
屬
。
有
壽
量
。
有
色
相
。
不
能
步
行
。
名
曰
植
物
。
然
此
二
種
。
本
來

一
理⑨

」
と
あ
る
。
仏
経
の
様
式
で
西
洋
の
本
を
訳
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
「
動
物
」
は
仏
教
説
話
に
出
て
く
る
想
像
上
の
動
物
と
は
異
な
っ
て

い
る
。
宇
田
川
の
訳
語
で
あ
る
「
動
物
」
は
ラ
テ
ン
語
の
「anim

a

」
と

の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
て
、
中
国
の
古
典
籍
で
あ
る
『
周
礼
』
や
藤
原

仲
実
の
『
綺
語
抄
』
に
あ
る
「
動
物
」
と
は
違
っ
て
、
新
し
い
意
味
が
付

与
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る⑩

。
ま
た
、『
菩
多
尼
訶
経
』
の
冒
頭
で
は
、「
如
是

我
聞
。
西
方
世
界
。
有
孔
剌
需
斯
。
健
斯
涅
律
斯
。
木
里
索
肉
私
。
剌
愈

斯
。
多
兒
涅
福
爾
篤
。
歇
兒
滿
。
葛
蘇
法
兒
拔
烏
非
奴
私
。
馬
兒
匹
及

斯
。
花
列
斯
。
律
兌
弗
。
大
學
師
蒲
爾
花
歇
。
大
學
師
林
娜
私
。
等
。
諸

大
聖
。
累
代
出
世
。
各
於
其
國
。
發
大
願
力
。
建
大
道
場
。
社
大
法
會
。

出
大
音
聲
。
出
真
實
言
。
説
無
有
上
。
微
妙
甚
沈
。
最
勝
真
理
。
教
化
諸

大
弟
子
」
と
の
説
明
も
あ
る
。
こ
こ
の
「
大
聖
」
は
、
仏
教
の
菩
薩
な
ど

の
意
味
で
は
な
く
、
西
洋
の
学
者
を
指
す
こ
と
が
わ
か
る
。
江
戸
時
代
の

知
識
は
寺
院
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
こ
の
本
は
当
時
の
知
識
人

近
世
の
書
物
で
は
、「
ほ
と
と
ぎ
す
」
が
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い

た
の
か
。
次
に
、『
俳
諧
類
舩
集
』
に
お
け
る
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
意
味

に
つ
い
て
確
認
し
、
子
規
が
生
き
た
前
の
時
代
に
、
日
本
文
学
に
お
け
る

「
ほ
と
と
ぎ
す
」
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。『
俳

諧
類
舩
集
』
で
は
、「
ほ
と
と
ぎ
す
」
に
つ
い
て
、「
郭
公
　
異
名
　
踏
代

鳥
・
夜
床
鳥
・
不
如
帰
・
冥
途
の
鳥
・
子
規
・
時
の
鳥
・
杜
宇
・
田
歌

鳥
・
杜
鵑
・
く
ぎ
ら
・
四
手
の
た
お
さ
・
蜀
魂
・
田
長
鳥
・
無
常
鳥
・
恋

し
鳥
・
田
う
た
鳥
・
橘
鳥
・
百
夜
鳥
・
勧
農
の
鳥
・
い
も
せ
鳥
、
村
雨
・

峯
の
雲
・
花
・
杉
村
・
早
苗
・
橘
・
関
の
戸
・
短
夜
・
夜
路
・
無
人
・
ね

覚
の
枕
・
有
明
・
こ
す
の
外
山
・
草
の
庵
・
卯
の
花
・
撫
子
・
新
樹
・

樗
・
萩
・
弓
張
月
・
鶯
・
鵙
・
死
出
の
山
・
石
倉
・
片
岡
の
も
り
・
た
た

す
の
杜
・
山
田
の
原
・
淀
の
わ
た
り
・
音
羽
山
・
石
上
寺
・
老
曽
の
杜
・

明
石
の
う
ら
・
伽
羅
・
血
」
と
記
し
て
い
る⑦

。

『
俳
諧
類
舩
集
』
に
お
け
る
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
付
合
に
つ
い
て
、

「
ほ
と
と
ぎ
す
」
に
ま
つ
わ
る
故
事
か
ら
、
あ
る
特
定
の
も
の
が
ほ
と
と

ぎ
す
と
結
び
つ
け
る
例
が
多
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
近
代
の
科
学
で
は
、

鳥
類
を
自
然
環
境
の
中
で
観
察
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
江
戸
時
代
の
俳

諧
で
は
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
が
「
物
語
」
の
世
界
に
生
き
る
も
の
で
あ
っ
た

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
明
治
以
前
の
俳
人
は
、
俳
諧
を
作
る
た
め

に
、
こ
れ
ら
の
付
合
語
を
熟
知
す
る
必
要
が
あ
る
。「
ほ
と
と
ぎ
す
」
に

「
月
・
夜
・
冥
途
・
名
所
」
な
ど
と
結
び
つ
け
て
詠
む
の
が
常
套
で
あ

る
。
こ
の
分
類
法
に
お
い
て
は
、
近
代
科
学
に
お
け
る
植
物
・
動
物
の
分

類
発
想
に
見
当
た
ら
な
い
。
中
国
の
類
書
で
あ
る
『
芸
文
類
聚
』
と
似
た

よ
う
に
、「
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
い
う
言
葉
を
中
心
に
、
そ
れ
と
関
連
す
る

付
合
語
を
収
録
す
る
の
が
江
戸
時
代
の
俳
諧
書
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
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で
は
な
く
、「
文
明
」
な
西
洋
文
学
に
接
近
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
正
岡

子
規
は
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
ス
ペ
ン
サ
ー
な
ど
の
思
想
を
勉
強
し
た
こ
と

が
あ
る
。
こ
の
俳
句
を
「
科
学
的
」
に
分
類
す
る
方
法
は
、
西
洋
の
自
然

史
に
お
け
る
分
類
法
か
ら
模
倣
し
、
文
献
の
分
類
に
お
い
て
は
革
新
的
な

行
為
と
い
え
よ
う
。
西
洋
式
の
分
類
法
を
俳
諧
分
類
に
取
り
入
れ
た
こ
と

は
革
新
と
い
え
ば
革
新
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
正
岡
子
規
個
人
の
俳
諧
研

究
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
日
本
の
文
芸
に
影
響
を
与
え
た
正
岡
子

規
の
俳
句
創
作
で
は
、
ど
の
よ
う
に
目
の
前
の
も
の
を
忠
実
に
「
写
生
」

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
第
三
節
で
は
、『
分
類
俳
句
全
集
』
に
お
け
る

「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
句
を
考
察
し
な
が
ら
、
正
岡
子
規
の
俳
句
の
「
新
し

さ
」
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

三
、『
子
規
全
集
』
に
お
け
る
「
ほ
と
と
ぎ
す
」

『
子
規
全
集
』
に
お
け
る
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
句
は
全
部
で
三
一
一
句

あ
る
。
そ
の
中
で
、「
五
月
雨
を
思
ふ
て
な
く
か
子
規
」「
往
て
還
る
ほ
ど

は
夜
も
な
し
子
規
」
な
ど
、
素
材
も
意
境
も
近
世
に
お
け
る
俳
諧
の
発
句

と
類
似
し
て
い
る
の
は
二
八
五
句
あ
る
。
本
稿
で
は
残
り
の
二
十
六
句
、

つ
ま
り
新
し
い
俳
句
と
思
わ
れ
る
も
の
を
分
析
対
象
と
し
て
、
具
体
的
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

で
は
、
こ
の
二
十
六
句
は
一
体
ど
こ
が
新
し
い
の
か
に
つ
い
て
考
え
て

み
よ
う
。
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
時
代
で
は
西
洋
文
化
が
日
本

の
文
化
に
重
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
句
に
お
い

て
、
時
代
風
潮
を
ほ
の
め
か
し
た
新
し
い
素
材
を
読
ん
だ
も
の
は
全
部
で

一
七
句
あ
る
。

に
受
け
入
れ
や
す
く
た
め
こ
の
よ
う
な
工
夫
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
つ
ま
り
、
江
戸
後
期
で
は
、
宇
田
川
榕
菴
な
ど
の
蘭
学
者
の
翻
訳

に
よ
り
、「
動
物
」
と
い
う
漢
語
は
西
洋
の
自
然
史
に
お
け
る
「
動
物
」

の
意
味
合
い
も
含
め
て
い
る
語
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。『
菩
多

尼
訶
経
』
で
は
、
植
物
の
産
地
や
繁
殖
な
ど
に
詳
細
な
記
載
が
あ
る
だ
け

で
は
な
く
、
動
物
の
分
類
を
「
部
」「
品
」
な
ど
仏
教
の
分
類
方
法
に
な

ぞ
る
点
も
興
味
深
い
。
西
洋
の
近
代
自
然
史
に
お
け
る
分
類
法
が
日
本
に

伝
来
し
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
俳
諧
の
歳
時
記
な
ど
に
ま
だ
影
響
を
及

ば
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

明
治
期
に
な
る
と
、
文
明
開
化
の
社
会
風
潮
の
中
で
、
西
洋
の
書
物
が

大
量
に
翻
訳
さ
れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
科
学
技
術
に
関
連
す
る
も
の
が

紹
介
さ
れ
て
い
て
、『
博
物
新
編
』
と
い
う
よ
う
な
本
が
大
流
行
と
な
っ

て
い
た
。
俳
句
の
近
代
化
を
遂
行
す
る
に
は
、
い
か
に
俳
句
を
「
西
洋

化
」
に
す
る
の
が
重
要
に
な
る
。
正
岡
子
規
の
俳
句
分
類
も
同
様
に
、
そ

の
西
洋
科
学
の
分
類
法
に
よ
っ
て
、
明
治
に
活
き
た
彼
は
江
戸
時
代
の
俳

人
と
違
っ
て
、「
科
学
的
」
に
俳
句
を
分
類
し
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
。

明
治
三
十
年
、
俳
句
雑
誌
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
が
創
刊
さ
れ
た
後
、
子
規

は
正
式
に
俳
句
分
類
に
力
を
尽
く
し
た
。
寒
川
鼠
骨
は
『
分
類
俳
句
全

集
』
の
凡
例
で
、「
季
題
に
よ
る
分
類
し
た
書
は
古
来
あ
る
け
れ
ど
も
、

内
容
よ
り
細
別
し
た
分
類
法
を
採
っ
た
の
は
、
有
史
以
来
子
規
居
士
の
創

意
を
以
っ
て
嚆
矢
と
す
る
の
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る⑪

。
こ
の
「
季
題
」
か

ら
「
内
容
」
へ
の
転
換
は
、
俳
句
と
い
う
も
の
を
「
題
詠
文
学
」
か
ら

「
自
然
文
学
」
に
変
わ
る
一
つ
の
証
明
に
も
な
ろ
う
。
明
治
政
府
の
「
文

明
開
化
」
と
い
う
治
国
方
針
で
、
日
本
の
文
壇
に
お
い
て
も
、
ダ
ー
ウ
ィ

ン
の
進
化
論
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
日
本
文
学
を
「
野
蛮
」
な
中
国
文
学
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と
と
ぎ
す
を
贈
ら
れ
た
以
前
に
は
、
病
床
で
実
際
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
観
察

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
を
見
な
が
ら
詠
ん
だ
の

は
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
月
ガ
ラ
ス
戸
ノ
隅
ニ
ア
リ
」
と
い
う
句
ぐ
ら
い
で
あ
ろ

う
。
し
た
が
っ
て
、
子
規
の
俳
句
に
お
け
る
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
の
形
成
を
考
察
す
る
際
に
、
ほ
と
と
ぎ
す
を
、
①
古
典
詩
歌
に
あ

る
想
像
上
の
鳥
、
②
作
者
が
実
際
に
自
分
の
目
で
観
察
し
た
生
き
る
鳥
、

③
標
本
に
製
作
さ
れ
た
鳥
、
に
便
宜
上
分
け
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
だ

が
、
句
に
新
し
い
文
物
を
素
材
と
し
て
読
む
だ
け
で
、
新
し
い
俳
句
に
な

る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
は
、
明
治
二
十
四
年
の
句
で
あ
る
「
ラ
ム
ネ
の
栓

天
井
を
つ
い
て
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
、
子
規
最
期
の
明
治
三
十
三
年
の
「
ホ

ト
ト
ギ
ス
月
ガ
ラ
ス
戸
ノ
隅
ニ
ア
リ
」
を
分
析
し
な
が
ら
、
子
規
の
ほ
と

と
ぎ
す
の
句
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、「
ラ
ム
ネ
の
栓
天
井
を
つ
い
て
ほ
と
と
ぎ
す
」
で
は
、「
ラ
ム
ネ

の
栓
」
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。「
ラ
ム
ネ
」
と
い
う
飲
料
は
、
明
治
初

期
に
普
及
し
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
産
のlem

onade

（
レ
モ
ネ
ー
ド
）
に
由

来
し
、
今
日
は
「
ワ
サ
ビ
」
味
や
「
た
こ
焼
き
」
味
ま
で
開
発
さ
れ
、
日

本
独
特
の
飲
み
物
の
一
種
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
初
期
で
は
、「
ラ
ム
ネ
」

の
清
涼
感
が
好
ま
れ
て
い
て
、
夏
の
代
表
物
の
一
つ
と
し
て
世
間
に
普
及

し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
炭
酸
飲
料
は
圧
力
で
栓
を
抜
い
た
時
に
、

ビ
ュ
ー
と
い
う
音
が
よ
く
出
て
く
る
。
当
然
、
明
治
以
前
に
炭
酸
水
が
な

か
っ
た
た
め
か
、
子
規
は
自
分
が
聞
こ
え
た
ラ
ム
ネ
の
栓
を
抜
い
た
時
の

音
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
、
ち
ょ
う
ど
ラ
ム
ネ
も
夏
の
飲
み
物
で

あ
り
、
ラ
ム
ネ
の
栓
を
抜
い
た
時
の
音
が
、
ほ
と
と
ぎ
す
の
鳴
き
声
と
同

じ
よ
う
に
聞
こ
え
て
い
る
。
ま
た
、
炭
酸
の
圧
力
で
天
井
に
飛
ん
だ
そ
の

栓
は
、
ま
る
で
ほ
と
と
ぎ
す
が
嘴
で
栓
を
つ
い
て
空
に
飛
び
込
ん
で
い
る

①
ラ
ム
ネ
の
栓
天
井
を
つ
い
て
ほ
と
と
ぎ
す
　
明
治
二
十
四
年

②
時
鳥
上
野
を
も
と
る
汽
車
の
音
　
　
　
　
　
明
治
二
十
五
年

③
ほ
と
ゝ
き
す
其
声
入
れ
ん
蓄
音
器
　
　
　
　
明
治
二
十
五
年

④
郭
公
馬
車
や
車
の
広
小
路
　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
五
年

⑤
我
庵
は
汽
車
の
夜
嵐
時
鳥
　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
六
年

⑥
時
鳥
寒
暖
計
の
下
り
ぎ
は
　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
六
年

⑦
汽
車
道
の
丹
後
へ
鳴
く
や
時
鳥
　
　
　
　
　
明
治
二
十
七
年

⑧
時
鳥
表
は
馬
車
の
ひ
ゞ
き
哉
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
七
年

⑨
木
曽
路
に
も
鉄
道
か
け
た
か
時
鳥
　
　
　
　
明
治
二
十
七
年

⑩
横
浜
の
埠
頭
の
崩
れ
や
時
鳥
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
七
年

⑪
雑
談
に
耳
や
す
ま
せ
て
時
鳥
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
七
年

⑫
時
鳥
横
町
横
町
の
巡
査
哉
　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
七
年

⑬
名
乗
れ
名
乗
れ
議
案
の
数
を
ほ
と
と
ぎ
す
　
明
治
二
十
七
年

⑭
時
鳥
鳴
く
や
上
野
の
森
の
上
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
九
年

⑮
し
ま
ひ
汽
車
に
乗
り
お
く
れ
た
か
時
鳥
　
　
明
治
三
十
年

⑯
子
規
ひ
と
り
柿
の
目
利
や
手
に
ナ
イ
フ
　
　
明
治
三
十
二
年

⑰
ホ
ト
ト
ギ
ス
月
ガ
ラ
ス
戸
ノ
隅
ニ
ア
リ
　
　
明
治
三
十
三
年

以
上
十
七
例
は
明
治
時
代
の
新
し
い
素
材
を
入
れ
た
作
品
で
あ
る
。
い

わ
ゆ
る
「
写
生
」
に
該
当
す
る
句
は
「
ラ
ム
ネ
の
栓
天
井
を
つ
い
て
ほ
と

と
ぎ
す
」、「
時
鳥
鳴
く
や
上
野
の
森
の
上
」、「
ホ
ト
ト
ギ
ス
月
ガ
ラ
ス
戸

ノ
隅
ニ
ア
リ
」
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
子
規
が
主
張
し
た

「
写
生
論
」
は
明
治
二
十
八
年
に
中
村
不
折
な
ど
洋
画
家
と
交
流
し
た
後

に
考
案
さ
れ
た
理
念
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
八
年
の
前
に
作
っ
た
句
は

「
写
生
」
の
俳
句
に
見
え
て
も
、
明
治
三
十
三
年
に
友
人
に
剥
製
し
た
ほ
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く
、
カ
タ
カ
タ
の
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
で
書
か
れ
た
の
が
問
題
と
な
る
。
前

文
に
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
明
治
時
代
に
西
洋
か
ら
伝
来
し
た
新
し
い
も

の
は
片
仮
名
で
表
記
さ
れ
る
例
が
多
い
こ
と
や
、
ほ
と
と
ぎ
す
と
い
う
鳥

が
ほ
と
ん
ど
姿
を
見
せ
な
い
と
い
う
特
徴
も
あ
り
、
こ
の
句
の
「
ホ
ト
ト

ギ
ス
」
は
標
本
と
解
釈
し
て
も
差
し
支
え
な
い
。
し
か
も
、
武
部
の
指
摘

も
あ
る
よ
う
に
、「
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
い
う
語
は
平
仮
名
か
ら
カ
タ
カ
ナ

に
書
き
直
す
の
が
、
西
洋
文
化
の
影
響
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
文
字
の
表
記
の
変
化
か
ら
、「
ホ
ト
ト
ギ
ス
月
ガ
ラ
ス
戸
ノ
隅
ニ
ア

リ
」
と
い
う
俳
句
は
、「
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
い
う
語
の
意
味
が
漢
語
の

「
杜
鵑
」
か
ら
別
の
意
味
、
も
し
か
し
た
ら
西
洋
文
化
が
入
っ
た
も
の
に

変
質
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
明
治
二
十
四
年
の
「
ラ
ム
ネ
の
栓

天
井
を
つ
い
て
ほ
と
と
ぎ
す
」
で
は
ラ
ム
ネ
を
夏
の
も
の
と
し
て
注
目

し
、
新
し
い
付
合
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
に
対
し
て
、
明
治
三
十
三
年
の

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
月
ガ
ラ
ス
戸
ノ
隅
ニ
ア
リ
」
で
は
仮
名
表
記
ま
で
工
夫
し

て
、
科
学
的
・
機
械
的
な
近
代
的
な
俳
句
の
世
界
が
形
成
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
点
は
、「
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
「
汽
車
」
の
配
合

で
あ
る
。
冒
頭
で
は
、
正
岡
子
規
が
「
時
鳥
」
に
つ
い
て
の
論
述
に
お
い

て
、「
初
音
の
勝
負
」
と
い
う
点
を
提
示
し
た
こ
と
が
る
。
鶯
の
鳴
き
声

は
春
の
初
音
に
対
し
て
、
時
鳥
の
鳴
き
声
は
夏
の
初
音
と
し
て
俳
諧
で
重

要
視
さ
れ
て
い
る
。
芭
蕉
の
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
に
「
野
を
横
に
馬
牽
き

向
け
よ
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
い
う
句
が
あ
る
。
こ
の
句
は
芭
蕉
が
殺
生
石
に

行
く
た
め
館
代
よ
り
馬
で
送
ら
れ
る
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
牛
車
は
日
本

古
代
の
交
通
工
具
で
あ
っ
た
が
、
馬
車
は
明
治
に
な
っ
て
普
及
し
始
め
た

も
の
で
あ
る
。
蒸
気
機
関
車
が
使
用
さ
れ
た
前
に
、
東
京
で
は
馬
車
鉄
道

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
子
規
は
炭
酸
ガ
ス
飲
料
で
あ
る
ラ
ム

ネ
に
着
目
し
、「
ラ
ム
ネ
」
と
夏
の
季
語
の
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
配
合
に

よ
っ
て
、
時
代
特
徴
を
反
映
す
る
「
ラ
ム
ネ
」
と
俳
諧
の
季
語
と
し
て
の

「
ほ
と
と
ぎ
ず
」
と
い
う
二
つ
の
想
像
世
界
を
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き

た
。「

ホ
ト
ト
ギ
ス
月
ガ
ラ
ス
戸
ノ
隅
ニ
ア
リ
」
と
い
う
句
は
、
名
詞
も
動

詞
も
全
て
片
仮
名
で
書
か
れ
た
の
が
特
徴
で
あ
る
。
片
仮
名
の
表
記
に
つ

い
て
は
、
明
治
三
十
三
年
八
月
二
十
一
日
の
「
小
学
校
令
施
行
規
則
」
の

布
告
は
画
期
的
な
事
件
で
あ
っ
た
。
武
部
良
明
は
「
そ
れ
は
、
小
学
校
の

課
程
に
限
定
さ
れ
た
が
、
平
仮
名
及
び
片
仮
名
の
字
体
を
統
一
し
、
字
音

の
仮
名
遣
い
を
表
音
式
に
改
め
、
小
学
校
で
教
え
る
漢
字
の
字
種
を

一
二
〇
〇
の
範
囲
に
制
限
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
同
規
則
第
十
六

条
と
そ
れ
に
付
随
す
る
三
つ
の
表
で
あ
る
」
と
述
べ
、「
こ
の
第
十
六
条

の
意
図
は
、
当
時
の
西
洋
言
語
学
の
理
論
に
基
づ
い
て
い
た
。
そ
の
理
論

は
、
文
字
が
言
語
を
写
す
手
段
に
過
ぎ
な
い
こ
と
、
表
音
文
字
が
表
意
文

字
よ
り
も
優
れ
て
い
る
こ
と
、
の
二
つ
の
要
約
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。

手
段
に
過
ぎ
な
い
文
字
は
、
必
要
に
応
じ
て
取
り
替
え
る
こ
と
が
可
能
で

あ
り
、
表
音
文
字
が
優
れ
て
い
る
以
上
、
漢
字
を
制
限
し
て
仮
名
の
表
音

的
使
用
を
進
め
る
こ
と
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
第
十
六
条
設
定
の
意

図
を
説
明
し
た⑫

。
表
音
文
字
が
表
意
文
字
に
優
れ
た
点
に
お
い
て
、
当

然
、
明
治
三
十
三
年
の
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
の
高
邁
に
も
繋
が
っ
て
い

る
。「

ホ
ト
ト
ギ
ス
月
ガ
ラ
ス
戸
ノ
隅
ニ
ア
リ
」
と
い
う
句
は
、
月
光
で
ほ

と
と
ぎ
す
の
姿
が
ガ
ラ
ス
戸
に
投
影
す
る
の
は
新
し
い
も
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
な
ぜ
他
の
句
と
違
っ
て
、
平
仮
名
の
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
で
は
な
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＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
の
作
品
な
ど
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

か
ら
伝
来
し
た
近
代
文
学
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。
子
規
は
明
治
二
十

二
年
の
「
筆
ま
か
勢
　
第
一
編
」
に
「
多
病
才
子
」
と
い
う
文
を
残
し
、

「
俗
に
い
ふ
多
病
と
は
病
身
の
意
味
に
て
、
病
む
時
の
多
き
を
い
ふ
な
る

べ
し
（
中
略
）
若
し
多
病
は
才
子
也
と
い
ふ
反
対
の
真
な
る
こ
と
を
許
さ

ば
、
世
の
中
に
我
程
の
者
は
多
か
ら
ざ
る
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。「
佳

人
才
子
」
と
い
う
の
は
中
国
の
白
話
小
説
の
主
人
公
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

で
、
そ
の
よ
う
な
白
話
小
説
で
は
、
男
性
の
主
人
公
は
才
能
が
あ
る
け
れ

ど
も
、
身
体
の
不
健
康
も
よ
く
作
品
の
中
で
語
ら
れ
る
。
子
規
が
指
摘
し

た
い
わ
ゆ
る
「
美
人
薄
命
、
才
子
多
病
」
も
そ
の
中
国
古
典
文
学
の
一
つ

の
流
れ
に
な
る
か
と
考
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
白
話
小
説
で
は
、
作
者

は
自
分
の
こ
と
を
文
章
の
中
に
直
接
語
る
の
で
は
な
く
、
作
ら
れ
た
主
人

公
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
通
し
て
読
者
に
共
感
を
喚
起
さ
せ
る
の
が
特
徴
で
あ

る
。
こ
こ
で
言
い
た
い
の
は
、「
写
実
主
義
」
の
内
面
、
い
わ
ゆ
る
人
間

の
「
魂
」
を
忠
実
に
描
写
す
る
の
が
近
代
文
学
の
特
徴
で
あ
る
た
め
、
子

規
の
俳
句
が
も
し
「
写
生
」
で
あ
れ
ば
、
自
分
の
内
面
、
具
体
的
に
い
う

と
、
結
核
と
い
う
病
気
で
生
じ
た
苦
痛
を
俳
句
で
表
現
す
べ
き
で
あ
る
。

子
規
が
果
た
し
て
、
自
分
の
結
核
を
俳
句
で
「
告
白
」
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
以
下
、
病
気
と
関
わ
る
ほ
と
と
ぎ
す
の
句
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

⑱
み
つ
ま
た
の
上
や
血
に
な
く
ほ
と
と
ぎ
す
　
明
治
二
十
三
年

⑲
夜
を
眠
る
薬
つ
れ
な
し
時
鳥
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
六
年

⑳
軒
ら
ん
ぷ
店
は
閉
ぢ
た
り
ほ
と
ゝ
き
す
　
　
明
治
二
十
六
年

㉑
血
に
啼
く
や
草
噛
む
女
時
鳥
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
七
年

が
利
用
さ
れ
て
い
た
。
正
岡
子
規
の
「
日
永
さ
や
鉄
道
馬
車
の
ゆ
れ
心

地
」「
行
年
を
鐵
道
馬
車
に
追
付
ぬ
」
な
ど
の
句
か
ら
、
当
時
の
馬
車
の

使
用
状
況
が
わ
か
る
。
牛
、
馬
な
ど
の
動
物
を
交
通
道
具
と
し
て
扱
っ
た

の
が
前
近
代
の
交
通
手
段
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
蒸
気
機
関
車
、

い
わ
ゆ
る
「
汽
車
」
を
使
用
す
る
の
が
、「
文
明
開
化
」
の
証
明
と
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。
汽
車
の
声
は
、
時
鳥
の
鳴
き
声
が
夏
を
告
げ
る
と
同
様

に
、
日
本
の
新
し
い
時
代
を
暗
示
す
る
も
の
に
も
な
る
。

④
「
郭
公
馬
車
や
車
の
広
小
路
」
と
い
う
句
は
、「
ほ
と
と
ぎ
す
」
は

た
だ
の
季
語
で
、「
馬
車
」
や
「
車
」
の
対
照
に
こ
の
句
の
面
白
さ
が
あ

る
。
こ
の
明
治
二
五
年
に
作
っ
た
句
に
比
べ
て
、
⑮
「
し
ま
ひ
汽
車
に
乗

り
お
く
れ
た
か
時
鳥
」
と
い
う
「
写
生
」
に
開
眼
し
た
あ
と
の
明
治
三
十

年
の
句
も
あ
る
。
句
⑮
で
は
、
単
な
る
「
汽
車
」
と
い
う
新
し
い
も
の
を

詠
む
の
で
は
な
く
、
汽
車
が
発
車
す
る
時
の
音
か
ら
ほ
と
と
ぎ
す
の
な
き

声
が
連
想
さ
れ
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。
こ
れ
は
正
岡
子
規
が
自
分
の
見

た
「
汽
車
」
と
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
結
び
付
け
て
作
っ
た
句
に
な
る
だ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
、
子
規
が
主
張
し
た
俳
句
の
「
写
生
」
と
絵
画
の
「
写

生
」
と
異
な
る
点
は
、
俳
句
を
作
る
際
に
、
必
ず
景
色
を
そ
の
場
で
観
察

す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
自
ら
の
生
活
の
体
験
で
俳
句

を
作
る
こ
と
は
、
子
規
が
洋
画
か
ら
得
た
「
写
生
」
の
一
つ
の
特
徴
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
そ
も
そ
も
正
岡
子
規
は
「
子
規
」
を
使
っ
た
理
由
と
し
て
、

「
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
い
う
鳥
が
血
を
吐
く
と
い
う
中
国
の
伝
説
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
血
を
吐
く
と
い
う
現
象
は
病
気
の
一
つ
の
症
状
と
し
て
、
決

し
て
近
代
文
学
の
特
有
な
現
象
で
は
あ
る
ま
い
。
が
、
そ
の
病
気
を
患
っ

た
自
分
の
心
境
を
あ
り
の
ま
ま
に
読
者
に
「
告
白
」
す
る
の
は
、
ジ
ャ
ン
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非
親
和
性
を
言
及
し
、「
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
、
た
ん
に
風
景
を
描
く
の
で

は
な
く
、
つ
ね
に
風
景
を
創
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ま
で
事
実

と
し
て
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
だ
れ
も
み
て
い
な
か
っ
た
風
景
を
存

在
さ
せ
る
の
だ
。
し
た
が
っ
て
、
リ
ア
リ
ス
ト
は
い
つ
も
「
内
的
人
間
」

な
の
で
あ
る⑭

」
と
い
う
。
正
岡
子
規
は
「
主
観
的
」
な
句
を
嫌
い
、
純
粋

な
「
客
観
的
」
な
句
を
褒
め
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
柄
谷
の
指
摘
の
通
り
、「
主
観
的
」
な
「
観
察
」
が
な
い
と
「
客

観
的
」
な
「
風
景
」
を
発
見
す
る
こ
と
は
ま
ず
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
第
二

節
で
は
、
正
岡
子
規
が
西
洋
の
動
物
学
な
ど
を
知
り
、
俳
句
分
類
に
も
西

洋
の
科
学
の
分
類
法
を
取
り
入
れ
て
み
た
。
し
か
し
な
が
ら
、『
子
規
全

集
』
に
お
け
る
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
俳
句
を
検
討
し
た
結
果
、
正
岡
子
規

は
科
学
実
験
の
報
告
書
の
よ
う
に
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
を
詠
む
こ
と
を
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
俳
句
の
詠
み
方
は
、
洋
画

の
「
ス
ケ
ッ
チ
」
と
や
や
ず
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
子
規
が

行
っ
た
俳
句
革
新
の
根
本
の
目
的
は
、
近
世
以
前
の
「
月
並
み
」
の
俳
諧

を
個
人
の
日
常
の
体
験
を
「
非
親
和
化
」
し
、
こ
の
「
非
日
常
性
」
に
よ

り
新
た
な
「
風
景
」
を
作
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

子
規
の
俳
句
で
は
、
自
分
の
苦
痛
・
煩
悶
も
「
子
規
」
と
い
う
鳥
を
通

し
て
表
現
さ
れ
る
の
か
。
彼
が
「
病
」
と
い
う
明
治
三
十
二
年
に
書
い
た

文
章
の
中
で
、
明
治
二
十
八
年
の
日
清
戦
争
従
軍
の
体
験
に
つ
い
て
、

「
上
陸
し
た
嬉
し
さ
と
歩
行
く
こ
と
も
出
来
ぬ
悲
し
さ
と
で
今
ま
で
煩
悶

し
て
居
た
頭
脳
は
、
祭
礼
の
中
を
釣
台
で
通
る
と
い
ふ
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に

逢
ふ
て
又
一
層
煩
悶
の
度
を
高
め
た
」
と
記
し
て
い
る
。
子
規
の
結
核
に

苦
し
ん
で
煩
悶
に
至
る
こ
と
が
何
度
も
言
及
さ
れ
、「
昨
夜
の
夢
に
動
物

ば
か
り
澤
山
遊
ん
で
居
る
處
に
来
た
。
其
動
物
の
中
に
も
う
死
期
が
近
づ

㉒
時
鳥
鴉
は
死
ね
と
起
請
書
く
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
九
年

㉓
時
鳥
救
へ
救
へ
と
声
急
な
り
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
九
年

㉔
時
鳥
毎
晩
鳴
て
足
痛
し
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
年

㉕
血
判
の
誓
紙
裂
き
け
り
時
鳥
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
三
年

㉖
時
鳥
辞
世
の
一
句
な
か
り
し
や
　
　
　
　
　
明
治
三
十
五
年

を
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。「
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
血
の
付
合
は
、
す
で
に

『
俳
諧
類
舩
集
』
に
確
認
で
き
た
付
合
で
あ
る
。
子
規
の
句
に
も
「
血
の

流
れ
屍
の
山
や
郭
公
」
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
句
の
「
ほ

と
と
ぎ
す
」
は
死
体
と
結
び
つ
け
て
冥
界
の
鳥
の
イ
メ
ー
ジ
と
な
る
。
中

国
の
詩
文
で
出
て
く
る
血
を
吐
く
ほ
と
と
ぎ
す
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
と

考
え
る
。「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
喀
血
を
結
核
と
い
う
病
気
を
連
想
さ
せ
る

例
が
子
規
の
前
に
多
く
詠
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
病
気
の
種
類
の
中
に
、
と
く
に
「
結
核
」
と
い
う
病
が
文
芸
と
関
連

深
い
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
て
、
明
治
の
結
核
と
文
芸
の
関
わ
り
に

つ
い
て
、
福
田
真
人
は
「
日
本
に
お
い
て
も
明
治
以
降
、
結
核
が
文
学

者
、
芸
術
家
に
特
有
の
病
の
よ
う
に
思
い
な
さ
れ
、
真
に
才
能
の
あ
る
者

は
須
く
結
核
患
者
で
あ
る
べ
し
と
い
う
論
調
さ
え
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
創
造
的
精
神
と
病
気
の
相
関
関
係
を
想
定
し
た
ロ
マ

ン
テ
ィ
ッ
ク
な
考
え
で
あ
っ
た⑬

」
と
論
じ
て
い
る
。

日
本
社
会
に
お
け
る
結
核
と
い
う
病
気
の
ロ
マ
ン
化
と
非
ロ
マ
ン
化
に

つ
い
て
、
結
核
の
ロ
マ
ン
化
は
徳
富
蘆
花
の
『
不
如
帰
』
を
嚆
矢
と
さ
れ

て
い
て
、
子
規
の
『
病
牀
六
尺
』
は
結
核
の
非
ロ
マ
ン
化
の
例
と
し
て
指

摘
さ
れ
る
。
柄
谷
行
人
が
『
日
本
近
代
文
学
の
起
源
』
で
リ
ア
リ
ズ
ム
を

論
じ
る
時
に
、
ロ
シ
ア
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
が
主
張
し
た
リ
ア
リ
ズ
ム
の
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③
ひ
る
す
ぎ
て
う
つ
か
り
し
た
り
時
鳥
　
　
　
明
治
二
十
四
年

④
思
ふ
事
な
げ
に
な
き
け
り
ほ
と
と
ぎ
す
　
　
明
治
二
十
五
年

⑤
鳴
く
時
は
き
つ
と
鳴
き
け
り
郭
公
　
　
　
　
明
治
二
十
六
年

⑥
待
ち
に
け
り
其
一
声
の
郭
公
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
七
年

⑦
説
教
に
け
が
れ
た
耳
を
時
鳥
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
八
年

⑧
夏
に
入
り
て
啼
か
ず
な
り
け
り
時
鳥
　
　
　
明
治
二
十
九
年

⑨
時
鳥
毎
晩
鳴
て
足
痛
し
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
年

⑩
鉢
植
の
花
な
く
な
り
ぬ
時
鳥
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
年

⑪
床
の
間
の
牡
丹
の
闇
や
時
鳥
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
二
年

⑫
血
判
の
誓
紙
裂
き
け
り
時
鳥
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
三
年

⑬
時
鳥
聞
か
ず
顔
な
る
矢
数
か
な
　
　
　
　
　
明
治
三
十
四
年

⑭
時
鳥
啼
か
ず
卯
の
花
く
だ
し
つ
ゝ
　
　
　
　
明
治
三
十
五
年

明
治
二
十
二
年
に
、「
ほ
と
と
ぎ
す
」
は
鳴
く
鳥
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
。
明
治
二
十
三
年
に
、「
ほ
と
と
ぎ
す
」
は
和
紙
の
上
に
血
を
吐
く
こ

と
は
自
分
の
喀
血
し
た
こ
と
と
重
ね
る
。
明
治
二
十
四
年
に
、「
ほ
と
と

ぎ
す
」
は
う
っ
か
り
し
て
い
る
。
そ
れ
は
東
大
で
哲
学
に
興
味
が
な
い
た

め
、
う
っ
か
り
し
て
国
文
科
に
転
科
し
た
こ
と
を
想
起
し
て
い
る
。
明
治

二
十
五
年
に
は
退
学
し
て
日
本
新
聞
社
を
入
社
。
明
治
二
十
六
年
に
、
子

規
庵
で
句
会
を
始
め
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
明
治
二
十
七
年
に
、
長
い
あ
い
だ
の
待
つ
こ
と
一
鳴
驚
人
を
希
望
し

て
い
る
。
子
規
の
出
世
の
気
持
ち
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
明
治
二
十
八

年
に
、
日
清
戦
争
の
従
軍
記
者
と
し
て
中
国
の
遼
東
半
島
に
赴
く
こ
と
が

周
囲
の
人
に
反
対
さ
れ
、
そ
う
い
う
説
教
に
抵
抗
感
を
抱
く
こ
と
を
詠
ん

で
い
る
。
明
治
二
十
九
年
、
日
本
戦
争
か
ら
帰
国
し
た
途
中
、
病
気
が
悪

い
た
か
こ
ろ
げ
ま
は
つ
て
煩
悶
し
て
居
る
奴
が
あ
る
。
す
る
と
一
匹
の
親

切
な
兎
が
あ
つ
て
其
煩
悶
し
て
居
る
動
物
の
邊
に
住
て
自
分
の
手
を
出
し

た
。
彼
動
物
は
直
に
兎
の
手
を
自
分
の
両
手
で
持
つ
て
自
分
の
口
に
あ
て

嬉
し
さ
う
に
其
を
吸
ふ
か
と
思
ふ
と
今
迄
の
煩
悶
は
や
ん
で
甚
だ
愉
快
げ

に
眠
る
や
う
に
死
ん
で
し
ま
ふ
た
」
と
い
う
記
述
も
あ
る
。
引
用
文
の
煩

悶
し
て
い
る
動
物
は
子
規
自
身
の
こ
と
を
暗
示
す
る
可
能
性
が
高
い
。
明

治
時
代
の
「
煩
悶
」
に
つ
い
て
、
平
石
典
子
は
「
明
治
二
〇
年
代
の
言
説

の
中
で
、「
煩
悶
」
と
い
う
言
葉
が
、
自
己
の
内
面
を
覗
き
込
む
苦
悩
を

表
し
た
特
別
な
語
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
煩
悶
」
が

文
学
を
志
す
若
き
知
識
人
の
間
で
、
一
種
特
権
的
な
、
特
別
な
語
と
し
て

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
中
略
）
そ
ん
な
時
代
の
青
年
の
苦
悩
を
最
も

よ
く
伝
え
う
る
詩
形
は
新
体
詩
で
あ
る
と
い
う
独
歩
の
主
張
は
、
当
時
の

多
く
の
青
年
た
ち
を
共
感
さ
せ
、
彼
ら
自
身
の
苦
悶
に
も
「
煩
悶
」
と
い

う
字
を
あ
て
さ
せ
た
の
で
あ
る⑮

」
と
指
摘
し
て
い
る
。
子
規
が
「
其
動
物

の
中
に
も
う
死
期
が
近
づ
い
た
か
こ
ろ
げ
ま
は
つ
て
煩
悶
し
て
居
る
奴
が

あ
る
」
と
書
い
て
い
る
。
ル
ソ
ー
の
「
告
白
」
は
人
間
自
ら
の
語
り
に
対

し
て
、
子
規
が
「
動
物
」
を
借
り
て
自
分
の
内
面
を
表
し
て
い
る
。
明
治

の
文
学
に
お
い
て
、
正
岡
子
規
は
直
接
に
自
分
の
心
境
を
告
白
す
る
手
法

を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
動
物
を
借
り
て
自
分
の
内
面
を
描
写
す
る
の

が
興
味
深
い
。
以
下
は
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
句
を
年
代
順
に
あ
げ
、「
ほ

と
と
ぎ
す
」
を
通
し
て
、
子
規
が
い
か
に
自
分
の
人
生
を
俳
句
に
詠
む
の

か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

①
卯
の
花
の
散
る
ま
で
鳴
く
か
子
規
　
　
　
　
明
治
二
十
二
年

②
み
つ
ま
た
の
上
や
血
に
な
く
ほ
と
ゝ
ぎ
す
　
明
治
二
十
三
年
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の
も
古
い
取
り
合
わ
せ
が
多
く
存
在
す
る
。
彼
の
「
写
生
」
へ
の
開
眼
を

き
っ
か
け
に
、
俳
句
を
前
期
と
後
期
に
分
け
て
、「
写
生
論
」
の
進
行
の

あ
り
方
が
さ
ら
に
明
白
に
な
っ
て
き
た
。
正
岡
子
規
の
ほ
と
と
ぎ
す
詠
に

つ
い
て
、
前
期
の
句
で
は
、
た
だ
ほ
と
と
ぎ
す
と
明
治
時
代
の
新
し
い
も

の
の
配
合
と
い
う
創
作
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
後
期
の
句
で
は
、

「
写
生
」
の
影
響
を
う
け
、
自
分
の
生
活
体
験
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
古
典

の
季
語
な
ど
と
取
り
合
わ
せ
て
い
る
。
慶
応
生
ま
れ
明
治
育
ち
の
正
岡
子

規
ら
の
日
本
の
知
識
人
に
と
っ
て
、
西
洋
の
自
然
科
学
の
影
響
で
動
物
を

ど
の
よ
う
に
観
察
し
、
そ
し
て
、
自
分
の
文
学
作
品
に
ど
の
よ
う
に
表
現

す
る
の
か
が
興
味
深
い
。「
ほ
と
と
ぎ
す
」
に
つ
い
て
の
句
は
三
〇
〇
以

上
あ
る
が
、
本
稿
で
は
明
治
時
代
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
二
六
句
を
中
心

と
し
て
考
察
し
た
。「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
句
で
は
、
明
治
時
代
の
新
し
い

素
材
を
積
極
的
に
句
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
傾
向
が
見
え
る
。
そ
れ
だ
け
で

な
く
、
明
治
の
知
識
人
の
精
神
的
な
苦
痛
を
表
現
す
る
句
も
あ
る
。
ほ
と

と
ぎ
す
の
俳
句
を
通
し
て
、「
写
実
主
義
」
の
表
で
あ
る
「
風
景
」
と
裏

の
「
人
間
の
内
面
」
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
き
た
。
近
代
人
の

「
内
面
の
表
現
」
に
つ
い
て
、
子
規
が
行
っ
た
「
風
景
」
を
「
写
生
」
す

る
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
、「
あ
り
の
ま
ま
」
に
自
分
の
心
境
を
表
現
す
る

の
で
は
な
く
、
動
物
と
う
媒
体
を
通
し
て
自
分
の
結
核
の
苦
痛
を
表
す
。

正
岡
子
規
の
「
写
生
論
」
は
、「
風
景
の
発
見
」
も
「
内
面
の
発
見
」
も

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
伝
来
し
た
「
ス
ケ
ッ
チ
」
の
手
法
と
は
異
な
る
。「
風
景
」

の
描
写
と
し
て
は
、
画
室
で
絵
画
の
対
象
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
よ
り
、
自
分

の
実
体
験
と
古
典
俳
諧
と
の
取
り
合
わ
せ
に
よ
っ
て
新
し
い
「
風
景
」
を

俳
句
と
し
て
発
見
し
た
。
ま
た
、
俳
句
に
お
け
る
「
内
面
」
の
表
現
に
つ

い
て
も
、
の
ち
の
私
小
説
の
よ
う
に
直
接
自
分
の
苦
悩
を
吐
く
の
で
は
な

化
し
、「
ほ
と
と
ぎ
す
」
は
も
う
鳴
か
な
い
。
明
治
三
十
年
、
脊
椎
カ
リ

エ
ス
の
た
め
、
結
核
菌
が
骨
組
織
に
侵
食
し
て
毎
晩
足
が
痛
く
な
る
。
明

治
三
十
一
年
、
病
床
に
い
た
子
規
が
自
分
の
命
も
花
の
よ
う
に
な
く
な
る

こ
と
を
「
写
生
句
」
に
し
て
い
る
。
明
治
三
十
二
年
に
、
生
命
力
の
強
い

牡
丹
に
、
彼
は
「
闇
」
に
目
を
つ
け
る
。
明
治
三
十
三
年
に
、
病
気
の
悪

化
の
た
め
大
量
に
喀
血
す
る
。「
血
判
の
誓
紙
裂
き
け
り
」
と
い
う
激
し

い
表
現
は
子
規
の
心
境
の
波
動
を
表
現
で
き
る
。
明
治
三
十
四
年
に
、

「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
声
を
聞
か
ず
に
俳
句
創
作
に
専
念
す
る
。
さ
ら
に
、

明
治
三
十
五
年
の
「
時
鳥
啼
か
ず
卯
の
花
く
だ
し
つ
ゝ
」
と
い
う
句
は
、

最
初
の
明
治
二
十
二
年
の
「
卯
の
花
の
散
る
ま
で
鳴
く
か
子
規
」
と
対
応

し
、「
ほ
と
と
ぎ
す
」
は
も
う
鳴
か
な
く
な
っ
て
い
る
。
卯
の
花
に
つ
い

て
、『
枕
草
子
』
で
は
、「
卯
花
は
品
劣
り
て
何
ん
と
な
け
れ
ど
、
咲
く
こ

と
の
を
か
し
う
、
時
鳥
の
陰
に
か
く
る
ら
ん
と
思
ふ
に
い
と
を
か
し
」
と

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
日
本
の
古
典
文
学
の
伝
統
を
受
け
継
が
れ
、
正
岡
子

規
が
自
分
の
病
気
を
「
自
分
」
で
は
な
く
、「
ほ
と
と
ぎ
す
」
を
通
し
て

「
告
白
」
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
「
写
実
」
の
裏
面
、
い
わ
ゆ
る

「
人
間
の
内
面
」
を
表
現
す
る
ひ
と
つ
の
手
法
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

四
、
ま
と
め

本
稿
で
は
、
な
ぜ
正
岡
子
規
が
「
子
規
」
と
い
う
名
前
を
つ
け
た
か
と

い
う
疑
問
か
ら
、『
子
規
全
集
』
に
お
け
る
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
句
を
検

討
し
、
先
行
研
究
で
論
じ
て
い
な
か
っ
た
正
岡
子
規
の
俳
句
の
近
代
的
な

特
徴
を
指
摘
し
、
彼
の
俳
句
を
解
釈
す
る
こ
と
も
試
み
た
。
正
岡
子
規
は

そ
れ
ほ
ど
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
句
を
作
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、
作
っ
た
も
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用
も
考
慮
し
な
が
ら
、
子
規
の
俳
句
革
新
運
動
を
検
討
し
直
す
べ
き
だ
ろ

う
。

注①  

青
木
亮
人
『
そ
の
目
、
俳
人
に
つ
き
』
邑
書
林
、
二
〇
一
三
年
、
七
十
一
頁
。

②  

正
岡
忠
三
郎
編
『
子
規
全
集
』
第
四
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
五
年
。
句
読
点
を
加
え
た
。

③  

吉
良
幸
生
『
子
規
「
写
生
説
」
の
不
思
議

－

俳
句
を
革
新
し
た
の
は
写
生
論
で
は
な

い
』
あ
い
ち
国
文
一
〇
、
二
〇
一
六
、
八
六
頁
。

④  

正
岡
忠
三
郎
編
『
子
規
全
集
』
第
四
巻
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講
談
社
、
一
九
七
五
年
、
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九
三
頁
。

⑤  
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山
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子
規
記
念
博
物
館
編
『
季
語
別
子
規
俳
句
集
』、
一
九
八
三
年
。

⑥  

日
本
国
語
大
辞
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編
集
委
員
会
『
日
本
国
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大
辞
典
』
第
二
版
第
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巻
、
小
学

館
、
二
〇
〇
二
年
、
一
七
〇
頁
。

⑦  

高
瀬
梅
盛
『
俳
諧
類
舩
集
』
延
宝
四
年
刊
、
野
間
光
辰
編
『
近
世
文
藝
叢
刊
』、

一
九
六
九
年
、
五
六
頁
。

⑧  

高
橋
輝
和
『
シ
ー
ボ
ル
ト
と
宇
田
川
榕
菴
―
江
戸
蘭
学
交
遊
記
』
平
凡
社
新
書
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〇
〇
二
年
。
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国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/

pid/1146445

、
二
〇
一
八
年
七
月
二
〇
日
閲
覧
。
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iller, Ian Jared.  T
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m

pire and E
xhibition at the 

T
okyo Im

perial Zoo. Berkeley and Los Angeles, California.: U
niversity of 

California Press, 2013. 

宇
田
川
の
「
動
物
」
の
翻
訳
の
意
味
は
以
下
の
議
論
を
参

考
し
た
。 It w

as in that short essay that U
dagaw

a

（1798-1864

）, already a 
noted translator of W

estern m
edical and scientific texts at the age of 

tw
enty-four, proposed the Japanese w

ord-dobutsu-signify a m
oving or 

anim
ated thing, a description that he linked w

ith breath, air, and life force: 
ideas that share im

portant elem
ents w

ith both the Latin term
 anim

a and 
the Buddhist recognition of affinity betw

een and anim
als. P.25. 

ま
た
、

B
arbara A

m
bros,  B

on
es of C

on
ten

tion
: A

n
im

a
ls a

n
d R

eligion
 in 

C
ontem

porary Japan. H
onolulu: U

niversity of H
aw
aii Press, 2012

）
も
参
照

と
な
る
。

⑪  

正
岡
子
規
編
『
分
類
俳
句
全
集
』
ア
ル
ス
、
一
九
二
八
年
。

⑫  

武
部
良
明
『
日
本
語
の
表
記
』
角
川
書
店
、
一
九
七
九
年
、
四
九
二
―
四
九
三
頁
。

く
、
自
分
の
こ
と
を
動
物
に
隠
し
て
個
人
の
内
面
を
述
べ
る
の
が
特
徴
で

あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
正
岡
子
規
の
ほ
と
と
ぎ
す
に
つ
い
て
の
俳
句
を
考
察

し
た
結
果
、
彼
の
約
二
四
〇
〇
〇
の
俳
句
の
中
で
、
ほ
と
と
ぎ
す
に
つ
い

て
の
句
は
た
だ
三
一
一
例
で
あ
る
。
ま
た
、
正
岡
子
規
が
自
分
の
名
前
を

「
子
規
」
と
ま
で
に
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
俳
句
創
作
で
は
「
ほ
と
と

ぎ
す
」
と
い
う
鳥
に
そ
れ
ほ
ど
執
着
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
そ
の
三
一
一
句
の
中
で
、
明
治
時
代
の
新
し
い
素
材
を
詠
ん
だ
句
は

二
六
例
で
あ
り
、
ほ
か
の
二
八
五
例
は
江
戸
時
代
の
俳
諧
と
非
常
に
似
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
俳
句
は
「
近
代
的
な
写
生
」
の
も
の
と
は
言
い

に
く
い
。

日
本
文
学
史
に
お
い
て
、
多
く
は
正
岡
子
規
の
俳
句
を
短
絡
に
「
写

生
」
と
結
び
つ
け
、
近
代
的
な
文
学
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
ほ
と
と
ぎ
す
」
に
つ
い
て
の
考
察
か
ら
、
正
岡
子
規
の
二
六
例
の
「
写

生
」
と
思
わ
れ
る
句
に
お
い
て
も
、
完
全
に
洋
画
の
「
ス
ケ
ッ
チ
」
の
概

念
を
取
り
入
れ
て
俳
句
を
作
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き

た
。
正
岡
子
規
は
俳
句
革
新
運
動
で
確
か
に
「
写
生
」
と
い
う
手
法
を

使
っ
た
け
れ
ど
も
、「
近
代
俳
句
」
の
必
要
条
件
と
し
て
の
「
写
生
」
に

つ
い
て
、
ま
だ
議
論
の
余
地
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
正
岡
子
規
が
芭
蕉
を

批
判
し
た
こ
と
も
、
芭
蕉
本
人
へ
の
批
判
と
い
う
よ
り
、
芭
蕉
の
作
品
を

神
格
化
し
、
旧
態
依
然
と
し
て
句
を
作
り
続
け
た
旧
派
の
宗
匠
た
ち
に
対

す
る
不
満
だ
ろ
う
。
近
代
俳
句
の
研
究
に
お
い
て
も
、
の
ち
の
高
浜
虚
子

に
よ
っ
て
神
格
化
さ
れ
た
「
子
規
像
」
に
束
縛
さ
れ
ず
、
正
岡
子
規
が
詠

ん
だ
俳
句
と
い
う
近
代
俳
句
の
出
発
点
に
戻
し
、「
俳
句
は
写
生
だ
」
と

い
う
よ
う
な
単
純
な
見
方
を
せ
ず
に
、
日
本
の
古
典
文
学
作
品
な
ど
の
援
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⑬  

福
田
真
人
『
結
核
の
文
化
史
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
、
三
頁
。

⑭  
柄
谷
行
人
『
定
本
　
日
本
近
代
文
学
の
起
源
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
三
五
頁
。

⑮  
平
石
典
子
『
煩
悶
青
年
と
女
学
生
の
文
学
誌
』
新
曜
社
、
二
〇
一
二
年
、
二
十
一
―

二
十
二
頁
。

［
付
記
］

本
稿
は
、
平
成
30
年
度
俳
文
学
会
東
京
研
究
例
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
の
内
容
に
加
筆
修

正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
時
お
よ
び
そ
の
前
後
を
通
じ
て
ご
指
摘
、
ご
指
導
を

賜
っ
た
先
生
方
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
お
う
　
し
ょ
う
う
　
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科

 
国
際
日
本
研
究
専
攻
博
士
後
期
課
程
）




